
0 【震度０】

人は揺れを感じ

ない。

と震度震度 ゆゆゆ

　かつて、震度は体感および周囲の状況から推定していました

が、平成８年（1996年）４月以降は、計測震度計により自動的に

観測し速報しています。　気象庁が発表する震度は、気象庁、地

方公共団体及び国立研究開発法人防災科学技術研究所が全国各地

に設置した震度観測点で観測した震度です。

震度は「計測震度計」で測定

れれれ

震度とゆれの状況

1 【震度１】

室内で静かにし

ている人の中に

は、揺れをわず

かに感じる人が

いる。

3 【震度３】

室内にいるほと

んどの人が、揺

れを感じる。

2 【震度２】

室内で静かにして

いる人の大半が、

揺れを感じる。

　気象庁の震度階級は、１０階級となっています。



5強

4

5弱

・大半の人が、恐怖を覚え、物

　につかまりたいと感じる。

・棚にある食器類や本が落ちる

　ことがある。

・固定していない家具が移動す

　ることがあり、不安定なもの

　は倒れることがある。

【震度４】

・ほとんどの人が驚く。

・電灯などのつり下げ物は大き

　く揺れる。

・座りの悪い置物が、倒れるこ

　とがある

【震度５弱】

・物につかまらないと歩くこと

　が難しい。

・棚にある食器類や本で落ちる

　ものが多くなる。

・固定していない家具が倒れる

　ことがある。

・補強されていないブロック塀

　が崩れることがある。

【震度５強】



6弱 【震度６弱】
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6強

【震度７】

【震度６強】

・立っていることが困難になる。

・固定していない家具の大半が移動

　し、倒れるものもある。ドアが開

　かなくなることもある。

・壁のタイルや窓ガラスが破損、落

　下することがある。

・耐震性の低い木造建物は、瓦が落

　下したり、建物が傾いたりするこ

　とがある。倒れるものもある。

・はわないと動くことができない。

　飛ばされることもある。

・固定していない家具のほとんどが

　移動し、倒れるものが多くなる。

・耐震性の低い木造建物は、傾くも

　のや、倒れるものが多くなる。

・大きな地割れが生じたり、大規模

　な地すべりや山体の崩壊が発生す

　ることがある。

・耐震性の低い木造建物は、傾くも

　のや、倒れるものがさらに多くな

　る。

・耐震性の高い木造建物でも、まれ

　に傾くことがある。

・耐震性の低い鉄筋コンクリート造

　の建物では、倒れるものが多くな

　る。


